
問 

遊
休
地
の
管
理
を

問
う
。 

 

松
岡
農
業
委
員
会
事
務

局
長 苦

情
が
あ
れ
ば
、
文

書
送
付
や
電
話
を
か
け

て
い
る
。行
政
側
に
強
制

力
が
な
く
指
導
に
応
じ

ず
未
解
決
が
現
状
。全
農

業
委
員
が
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
等
農
地
利
用
調
査

を
実
施
し
対
応
中
。 

併
せ
て
、県
や
高
知
県
農

業
会
議
な
ど
と
他
の
方

法
も
研
究
し
て
い
く
。 

 

問 

第
６
次
行
政
振
興

計
画
は
？
仁
淀
川
堤
防

地
質
調
査
は
１
㎞
毎
で

安
全
か
？
日
下
川
及
び

宇
治
川
の
事
業
に
よ
る

仁
淀
川
へ
の
放
水
量
を

問
う
。 

 

伊
藤
波
介
川
・
水
資
源
対

策
担
当
参
事 

日
下
川
で
は
最
大
毎

秒
76

ｔ
、
宇
治
川
で
は

最
大
毎
秒
12

ｔ
、
合
計

最
大
毎
秒

88

ｔ
増
量

し
、水
位
の
上
昇
は
中
島

付
近
で
３
㎝
上
昇
。 

 

ボ
ー
リ
ン
グ
地
質
調
査

は
１
㎞
ご
と
に
実
施
。
地

震
や
洪
水
に
対
し
て
堤

防
の
安
全
性
や
、
液
状
化

に
よ
る
堤
体
の
異
常
な

く
安
全
。追
加
調
査
の
実

施
予
定
は
な
い
。 

板
原
市
長 

第
６
次
行
政
振
興
計

画
国
土
強
靭
化
で
は
、
想

定
さ
れ
る
リ
ス
ク
と
し

て
仁
淀
川
の
堤
防
決
壊

を
あ
げ
て
い
る
。
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
。 

問 

既
存
の
放
水
量
を

含
む
総
放
水
量
や
水
位

の
上
昇
を
問
う
。 

１
㎞
間
隔
の
地
質
調
査

で
は
安
心
で
き
ず
再
度

訴
え
る
。 

 

板
原
市
長 

国
土
交
通
省
に
は
確

認
し
て
な
い
が
全
部
で

198

ｔ
ぐ
ら
い
。
仁
淀
川

全
体
で
流
量
と
し
て
は

1

万
1

千
ト
ン
ほ
ど

な
の
で
、大
き
な
量
で
は

な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も

要
望
は
し
て
い
く
。 

要
望 

日
下
川
新
規
放

水
路
床
上
浸
水
対
策
特

別
緊
急
事
業
の
国
土
交

通
省
資
料
に
よ
る
と
水

位
上
昇
は
約
７
㎝
と
あ

る
。
先
日
の
高
知
新
聞
で
、

日
下
川
新
規
放
水
路
が
、

国
土
交
通
省
の
イ
ン
フ

ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
モ
デ

ル
地
区
と
な
り
観
光
促

進
に
む
け
た
協
議
会
を

立
ち
上
げ
る
と
報
道
。
上

流
の
治
水
が
よ
く
な
る

こ
と
は
喜
ば
し
い
が
、
下

流
の
安
心
、
安
全
も
セ
ッ

ト
で
、
堤
防
強
化
を
強
く

求
め
る
。 

  

そ
の
他
の
質
問 

 

 

宇
佐
地
区
公
共
施
設
高

台
移
転
事
業
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
。 

 

走
下
、
西
小
路
、
野
尻
団

地
の
今
後
の
活
用
。 

 

野村議員 

 

日
下
川
新
規
放
水
路
・
宇
治

川
排
水
機
場
ポ
ン
プ
増
設 

洪
水
時
下
流
域
の
影
響
？ 

遊休地の 

管理・雑草駆除 

対応と解決策 

 

解体される走下団地 

放水路工事現場 


